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＜連絡事項＞
・本日、納会17:15～3階メンタル

・ＡＯＭ用のＰＨＳ「０１０」は使用できません。連絡時にはＰＨＳ「１６３」（外来）

・正月期間外泊者9名います。薬の確認、管理日誌の人数など間違わないようお願いします。

・正月期間モーニングミーティングはありませんが、日誌の当直医サインはもらい忘れないようお願いします。

＜患者様連絡事項＞
・松永　勘五郎様～治験薬パッチを剥がしてしまう事続いています。背部の方に貼る事ですすめていきましょう。

・犹守　佑太様～母様の面会あり。上着のダウンを着続けている為、洗濯してくるからと新
しい上着と交換する事を伝えると「いらないっていったじゃないですか」「いくらお金をつかうんですか」「私のですよダメにするでしょ」など口調強めていましたが、説得すると自室へ行かれ、ダウンを交換し着替える事出来ています。金銭管理用のノート準備は、母様へ依頼しています。

＜要注目患者様＞
・飯田　修子様～昨日、スタッフの言動に勘違いをし、口調を強める事があったが、説明に
は、了解されています。本日は表情冴えず、母について「あれ買って来い、これ買って来いっていうのよ」「邪見にされる」など不満を話しています。正月期間の外泊について、外出へ変更するかどうかは、もう少し考えてみるとの事。外泊に出てみて不調時、ダメな時は、予定より早めに帰院することも出来る事伝えると、考えてみると話しています。
[bookmark: _GoBack]午後、母へ電話し相談したと話し、「外泊も外出もしない・・・」と話され、正月期間過ぎてから改めて、日程を決めるとの事。外泊はキャンセルとしています。

・内田　都影様～昨日は不眠訴え、継続指示のジアゼパム（2）1T服用し、2時頃の入眠でした。本日は、妄想様の内容を話し掛けありますが、SSTへは拒否なく参加されています。12:55に「元気過ぎて、しゃべりすぎて困る」と希望にて継続指示ジアゼパム（2）1T服用しています。

＜事故1か月後振り返り＞
・曽我　正子様　「11/30　階段からの転倒により左こめかみ部を強く打撲する」
　『原因』歩行状態が摺り足、前傾姿勢、易疲労性があり不安定な状態であることや、気分
高揚がみられていたことから転倒リスクが高くなっていた状態であった。
『対策』今後は誘導方法の改善を行っていく。履き物に関して、スリッパではなく靴を履　　
　　　　　いて頂くよう勧めていく。  

『1か月後現在』　
⇒歩行状態の不安定さは持続しており、スタッフ付き添い誘導する事継続。
　転倒はないが、今後も転倒リスク高い為、注意していく必要がある。
